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Abstract 
 
There was an inseparable connection between the development of nuclear weapons and 
the development of strategic bombers during the period from 1945 to 1968. 
I discuss the nuclear weapons development competition between the United States of 
America and the Soviet Union, and clarifies the relationship between nuclear weapons and 
strategic bombers. And I survey some aircraft accidents that occurred by United States Air Force 
mission in which B-52 strategic bomber armed with thermonuclear weapons remained on 
continuous airborne alert, flying routes to points on the Soviet Union border during the period from 
1960 to 1968. 
Finally, I discuss the necessity of disclosing information and removing each other's 
suspicion. 
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はじめに 
 
 アメリカ合衆国を中心とするマンハッタン計
画により開発された原子爆弾リトルボーイとフ
ァットマンが、広島、長崎の上空から投下された
1945 年から、ソビエト連邦が人類初となる人工
衛星スプートニク 1 号の打ち上げに成功した
1957 年までは、核兵器が使用可能な兵器である
と認識され、使用される可能性が非常に高かった
期間である。また、24 時間いつでも、水素爆弾
を搭載したアメリカ空軍の戦略爆撃機が、カナダ、
西ヨーロッパ、北極海の上空を飛行していた
1960 年から 1968 年までも、爆撃機の事故によ
り水素爆弾が炸裂する可能性が高かった期間で
ある。 
 本論文の目的は、このような危険な時代を人類
が乗り越えることができた理由を明らかにする
ために、1945 年から 1968 年の期間の核兵器の
開発と、核兵器を敵国の上空まで運搬する手段と
しての戦略爆撃機の存在が核兵器に与えた影響
について考察するとともに、水素爆弾を搭載した
戦略爆撃機を 24 時間飛ばす中で発生した航空機
事故を検証し、核戦争を防ぐための方策を考察す
ることである。 
 
 
1．核兵器の開発 
 
 この章では、アメリカ合衆国、ソビエト連邦、
イギリスという国家が、原子爆弾と水素爆弾とい
う大量破壊兵器をどのように開発したかについ
て考察する。 
  
1.1 アメリカ合衆国における原子爆弾の研究、開
発 
 第二次世界大戦中の 1942 年から、アメリカ合
衆国は、イギリス、カナダと協力し、マンハッタ
ン計画（Manhattan Project）1を遂行し、4 発の
原子爆弾の研究、開発を行なった。その 4 発は、
ガジェット（The Gadjet）、リトルボーイ（Little 
Boy, Mk.1）、シンマン（Thin Man, Mk.2）、ファ
ットマン（Fat Man, Mk.3）である。 
 原子爆弾を実現する方式には、ガンバレル
（Gun Barrel）方式 2と、インプロージョン
（Implosion）方式3がある。4 発の原子爆弾のう
ち、ガンバレル方式を採用したのが、リトルボー
イとシンマンであり、インプロージョン方式を採
用したのが、ガジェットとファットマンである。 
 この計画により開発されたリトルボーイとフ
ァットマンは、1945 年 8 月、広島と長崎にそれ
ぞれ投下され、2つの都市を壊滅させた4。これは、
大量破壊兵器である原子爆弾が、都市を丸ごと壊
滅させる能力を有することを証明した出来事で
あった。核兵器を独占していること、及び、敵国
の都市を攻撃するのに必要な戦略爆撃機を保持
していることという 2 つの事実により、アメリカ
合衆国は、軍事力の面で、他の全国家に対し圧倒
的な優位性を確保することになった。 
 
(1) ガジェット 
 ガジェットは、インプロージョン方式に不可欠
な爆縮レンズ（Implosion Lens）のテストを行う
ための原子爆弾であった。そして、1945 年 7 月
16 日、人類史上初めての核実験となる「トリニ
ティ（ Trinity ）実験」で、アラモゴルド
（Alamogordo）に作られた実験場の高さ 20 mの
鋼鉄製の爆発実験塔に設置された原子爆弾ガジ
ェットは爆発し、19 kt のエネルギーを放出した。 
 
(2) リトルボーイ 
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 リトルボーイは、ウラン（Uranium）235 を核
物質としたガンバレル方式の核爆弾であり、
1945 年 8 月 6 日に、広島に投下され、広島に壊
滅的な被害をもたらした。ガンバレル方式は、構
造が単純ではあるが、核分裂の効率が低く、また、
推進薬に点火すると、必ず核爆発を起こしてしま
い、止めることができないという問題があった。
そのため、ガンバレル方式の原子爆弾は、リトル
ボーイ以降作られることはなかった。 
 
(3) シンマン 
 シンマンは、プルトニウム（Plutonium）239
を核物質としたガンバレル方式の核爆弾である。
しかし、プルトニウム 239 特有の過早爆発の問
題を解決できず、全長が 5.4 m もあったため、
1944 年に計画は中止された。 
 
(4) ファットマン 
 ファットマンは、プルトニウム 239 を核物質
としたインプロージョン方式の核爆弾である。
1945 年 8 月 9 日に、長崎に投下され、長崎に甚
大な被害をもたらした。インプロ―ジョン方式は
構造が複雑で、爆縮レンズが考案されることによ
り初めて実現された。その後、ファットマンと同
じ型の原子爆弾 Mk.3 が、アメリカ合衆国で量産
されることになった。 
 
1.2 ソビエト連邦における原子爆弾の研究、開発 
 ソビエト連邦は、マンハッタン計画には参加し
ていなかった。そのため、アメリカ合衆国が、原
子爆弾を独占するという状態が、1945 年 8 月か
ら約 3 年続いた。この状況を変えるため、ソビエ
ト連邦は、ラブレンチー・ベリヤ（Lavrentij 
Pavlovich Berija）の指揮の下、サロフ（Sarov）
という秘密都市で核兵器の研究と開発を行った5。
この開発には、爆縮レンズの情報も含め、マンハ
ッタン計画に参加した科学者たちからもたらさ
れた情報が使用された。ベリヤは、確実性を高め
るため、アメリカ合衆国がすでに開発に成功して
いたファットマンと同じ、プルトニウム 239 を
使用したインプロージョン方式の原爆を開発す
ることを決定した。そして、1948 年 8 月 29 日、
ソビエト連邦は、РДС-1（エル・デー・エス・1）
という原子爆弾を開発し、セミパラチンスク
（Semipalatinsk）核実験場に設置した、高さ 37 
m の爆発実験塔で爆発させることに成功した。 
 これにより、アメリカ合衆国による原子爆弾の
独占は終わり、軍事力の圧倒的な優位性も失われ
た。 
 
1.3 イギリスにおける原子爆弾の研究、開発 
 イギリスは、カナダと共に、ケベック（Quebec）
協定でアメリカ合衆国と核開発資源を共有して
いた。しかし、1946 年にアメリカ合衆国でマク
マホン法（McMahon Act）が成立し、原子力技術
のアメリカ合衆国以外への転移が禁じられたこ
とにより、アメリカ合衆国は、イギリスに原子爆
弾に関する一切の情報を渡さないことを通告し
た。そのため、イギリスのクレメント・リチャー
ド・アトリ （ーClement Richard Attlee）首相は、
イギリス独自の原子爆弾の開発を決定した。 
 もともと、イギリスはマンハッタン計画に協力
していたため、ファットマンを改良した型の原子
爆弾の開発を行い、1952 年 10 月 3 日に実施さ
れたハリケーン作戦において、モンテベロ諸島と
西オーストラリアの間の珊瑚礁で原子爆弾を爆
発させた。この当時、イギリスは、原子爆弾を積
んだ船が強奪され、港湾で爆発させられる事態を
恐れていた。そのため、核実験装置は、フリゲー
ト艦プリム（Plym）の中に設置し、そのまま爆発
させるという方法で実験を行っている。その結果、
プリムは一瞬で蒸発した。 
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 アメリカ合衆国、ソビエト連邦に続き、イギリ
スも原子爆弾を保有したことにより、核兵器保有
国がますます増加することが予想された。 
 
1.4 アメリカ合衆国における水素爆弾の研究、開
発 
 原子爆弾には、改良が加えられ、より威力の大
きな原子爆弾の開発が行われた。しかし、原子爆
弾は、核分裂反応に依っており、広島に投下され
た原子爆弾リトルボーイの約 10 倍の威力が上限
であることがわかっていた。もし、さらに大きな
威力を持つ核兵器を作るためには、水素爆弾の開
発を行わなければならない。アメリカ合衆国が水
素爆弾の開発に成功すれば、アメリカ合衆国は、
ソビエト連邦に対し、再び、軍事的に圧倒的な優
位性を有することができる。しかし、アメリカ合
衆国の水素爆弾の情報をもとに、ソビエト連邦が
水素爆弾を保有することになると、また、アメリ
カ合衆国の軍事的優位性が失われることになる。 
 このような状況の下、アメリカ合衆国のトルー
マン（Truman）大統領が、水素爆弾の開発を承
認したのは、1950 年 1 月 31 日のことである。
アメリカ合衆国は、水素爆弾を独占することによ
る軍事的優位性を保有することを優先させた。 
 そして、ローレンス・リバモア（Lawrence 
Livermore）国立研究所が建設され、そのメカニ
ズムさえ不明な水素爆弾の研究が始まった。その
結果、原子爆弾と核融合物質を爆弾の中の別の場
所に配置し、原子爆弾を、核融合物質の起爆装置
として使用すれば、重水素や三重水素による核融
合反応を起こし、水素爆弾を実現できることを突
き止めた。 
 そこで、マイク (Mike) と呼ばれる湿式水素爆
弾6が開発された。マイクは、核出力は小さかった
が、大規模な冷却装置等を取り付けたため、重量
が 65 t に及ぶことになった。 
 この湿式水素爆弾マイクは、マーシャル諸島の
エニウェトク環礁（Eniwetok Atoll）に運ばれ、
1952 年 11 月 1 日、人類初の水爆実験であるア
イビー作戦（Operation Ivy）が実施され、実験
は成功した。 
 これにより、アメリカ合衆国は、唯一の水素爆
弾保有国という地位を獲得し、軍事力の圧倒的な
優位性を再度確保することに成功したかに見え
た。 
 しかし、湿式水素爆弾はあまりにも重く、仮想
敵国まで運搬することのできない兵器であった。 
 
1.5 ソビエト連邦による（実際には水素爆弾では
ない）水素爆弾の研究、開発 
 1953 年 8 月 12 日、ソビエト連邦の物理学者、
アンドレイ・サハロフ（Andrei Sakharov）は、
РДС-6（エル・デー・エス・6）という、ソビエ
ト連邦最初の水素爆弾を設計・開発し、セミパラ
チンスクの核実験場で行われた核実験を成功さ
せた。実は、РДС-6 自体は、真の水素爆弾ではな
く、スロイカ（Sloika）型と呼ばれる、数 100 kt
という、メガトン級に達しない水素爆弾であった。
換言すると、РДС-6 は、単に核分裂力を強化し
た原子爆弾であった。しかし、ソビエト連邦は、
これを、国威発揚に役立つ強力なプロパガンダの
道具として使用した。そして、アメリカ合衆国政
府と軍部は、ソビエト連邦が既に運搬可能な水素
爆弾を所有しているのではないかという懸念を
強く抱くことになった。このように、РДС-6 は、
唯一の水素爆弾保有国という地位を、わずか 9 ヶ
月で失うことになったアメリカ合衆国に、大いな
る衝撃を与えることに成功した。 
 
1.6 アメリカ合衆国による乾式水素爆弾の研究、
開発 
 1954 年 3 月 1 日から 5 月 14 日にかけて、ア
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メリカ合衆国は、キャッスル作戦（Operation 
Castle）と名付けた 6 回の核実験を、ビキニ環礁
およびエニウェトク環礁において実施した。Li-6
と呼ばれるリチウムの同位体を用いた乾式水素
爆弾は、湿式水素爆弾マイクのように、大規模な
冷却装置等を取り付ける必要がないため、小型化
することが可能であった。 
 1954 年 3 月 1 日に行われた実験は、キャッス
ル・ブラボー（Bravo）実験と呼ばれ、水素爆弾
の小型化により、爆撃機で水素爆弾を運搬する可
能性が高くなった実験であった。それと同時に、
日本の漁船第五福竜丸が被爆したのがこのとき
であり、反核運動のきっかけとなった実験であっ
た。 
 
1.7 ソビエト連邦による乾式水素爆弾の研究、
開発 
 ソビエト連邦もまた、プロパガンダだけでなく、
運搬可能な真の水素爆弾の開発を行った。1955
年 11 月 22 日、ソビエト連邦で最初の真の水素
爆弾 РДС-37 が、セミパラチンスク核実験場の
上空から投下する実験が実行された。 
 これにより、ソビエト連邦は、運搬可能な真の
水素爆弾を有する、唯一の国家という地位を確保
した。 
 
1.8 アメリカ合衆国による運搬可能な水素爆弾
の研究、開発 
 運搬可能な水素爆弾の独占という、ソビエト連
邦の優位性を覆すために、アメリカ合衆国は、
1956 年 5 月 4 日から 7 月 21 日にかけて、レッ
ドウィング作戦（Operation Redwing）と名付け
た 17 回の核実験を、ビキニ環礁およびエニウェ
トク環礁において実施した。これは、爆撃機に搭
載できるまで水素爆弾を小型化する目的で行わ
れた実験である。 
 1956 年 5 月 20 日に行われた、レッドウィン
グ・チェロキー（Cherokee）実験では、3.4 t と
大幅に軽量化された水素爆弾 Mk.15 が、爆撃機
B-52 から空中投下された。 
 これにより、アメリカ合衆国は、ソビエト連邦
に続き、運搬可能な水素爆弾を有する国家となっ
た。 
 
 
2. 核兵器の運搬手段としての戦略爆撃機 
 
 この章では、原子爆弾と水素爆弾という大量破
壊兵器を保有した国家が、仮想敵国の上空まで核
兵器を運搬するための手段としてどのように戦
略爆撃機を開発したか、そして、戦略爆撃機の存
在が核兵器にどのような影響を与えたかについ
て述べる。 
  
2.1 第二次世界大戦末期 
 アメリカ合衆国が中心となり進められたマン
ハッタン計画と呼応して、アメリカ陸軍航空軍は、
原子爆弾を、敵国の都市の上空まで運搬し、投下
する手段を検討していた。原子爆弾を保有してい
ても、それを敵国まで運搬する手段がなければ使
用することができない。1943 年当時、原子爆弾
の重量は最低でも 5 t、全長は、シンマンの 5.4 m
が最大になることがわかっていた。 
 第二次世界大戦当時、原子爆弾を弾頭部に搭載
できるロケットは存在しなかった。例えば、ドイ
ツの開発した V2 ロケットは、980 kg の通常火
薬を弾頭に搭載していたが、当時の原子爆弾を搭
載するほどの推力は持ち合わせていなかった7。 
 そのため、原子爆弾を、敵国の都市の上空まで
運搬し、投下する手段としては、長距離を飛行可
能で、かつ、搭載量の大きい爆撃機しか存在しな
かった。 
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 アメリカ陸軍航空軍は、原子爆弾の重量であ
る 5 t 以上の搭載量を持つ重爆撃機として、B-
17、B-24、B-29、B-32 を保有していた。その
中で、搭載量が最も多い 31.6 t である B-29
が、原子爆弾を運搬する手段として選ばれた。
問題は、シンマンの全長が、B-29 の爆弾倉より
大きいため、機内に原子爆弾を搭載できないと
いうことであった。写真 1 に、B-29 を示す。 
 
 
写真 1 B-298 
 
 そこで、アメリカ陸軍航空軍は、1943 年から
1945 年にかけて、シルバープレート（Silverplate）
計画と命名した改修を、65 機の B-29 に対し実施
した9。 
 当初の改修は、B-29 の爆弾倉より長いシンマ
ンを機内に格納するため、連続する 2 つの爆弾倉
をつなぐというものであった。プロトタイプは
1943 年 11 月に完成し、1944 年 1 月に初飛行を
行っている。 
 しかし、前述のとおり、1944 年には、プルト
ニウム 239 を核物質として使用するシンマンは、
過早爆発の問題を解決できず、計画は中止された。
残るリトルボーイは、全長 3.12 m、最大直径 0.75 
m、重量 4.1 t であり、ファットマンは、全長 3.25 
m、最大直径 1.52 m、重量 4.67 t であったので、
改修前の B-29 の爆弾倉に格納可能であった。そ
こで、再度、B-29 の爆弾倉を元に戻し、形状の
異なる 2 つの原子爆弾にも対応できるよう、爆弾
懸吊装置の改造が行われた。 
 実際、1945 年 8 月 6 日に、エノラ・ゲイが原
子爆弾リトルボーイを広島に投下したとき、5 機
の B-29 が同時飛行し、1945 年 8 月 9 日に、ボ
ックスカーが原子爆弾ファットマンを長崎に投
下したときも、4 機の B-29 が同時飛行したが、
これらの B-29 は、すべてシルバープレート計画
による改修を受けた機体であった。 
 
2.2 アメリカ合衆国における原子爆弾運搬手段
の独占 
 マンハッタン計画終了後、アメリカ合衆国では、
ファットマンと同じ型の原子爆弾が製造され、仮
想敵国であるソビエト連邦の上空へ侵入し原子
爆弾を投下する能力を持つ戦略爆撃機 B-29 を保
有していた。 
 これにより、アメリカ合衆国は、唯一の核兵器
保有国としての地位を確保していた。 
 1946 年 3 月 21 日、アメリカ陸軍航空軍の中
に、戦略航空軍団（Strategic Air Command, 
SAC）が創設された。これは、原子爆弾を搭載で
きる戦略爆撃機の運用を主な任務とする部署で
ある。SACは、1947年にアメリカ軍が再編され、
アメリカ陸軍航空軍が、アメリカ空軍として独立
したときにも、その組織が維持された。 
 SAC の初期の戦略爆撃機は、B-29 であった。
広島、長崎に原子爆弾を投下したこの爆撃機は、
第二次世界大戦が終了した後も、ファットマンと
同型の原子爆弾 Mk.3 を搭載し、仮想敵国となっ
たソビエト連邦の上空に侵入できる能力を有し
ていた。 
 
2.3 ソビエト連邦における原子爆弾運搬手段の
獲得 
 ソビエト連邦は、アメリカ合衆国に遅れること
3 年で、РДС-1 という原子爆弾を開発した。ソビ
エト連邦は、第二次世界大戦中、アメリカ陸軍航
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空軍の B-29 を供与するよう要求していた。しか
し、戦略爆撃機をソビエト連邦が保有することを
恐れ、供与はされなかった10。そのため、原子爆
弾を、仮想敵国であるアメリカ合衆国の本土まで
運搬し投下できる戦略爆撃機を保有していなか
った。 
 しかし、原子爆弾を使える兵器にするために、
ソビエト連邦は、Tu-4 という爆撃機を開発した
11。 
 その開発方法は、ソビエト連邦内に不時着した
アメリカ陸軍航空軍の B-29 を入手し、リバース
エンジニアリングの技術を使い、設計し直すとい
うものであった。完成は 1946 年であり、РДС-1
の核実験が成功した 1949 年には、原子爆弾を搭
載して飛行することが可能であった。これにより、
ソビエト連邦は、B-29 と同じく、片道飛行なら、
仮想敵国であるアメリカ合衆国本土上空まで、原
子爆弾を運搬し、投下可能な戦略爆撃機を手に入
れることになった12。 
 
2.4 イギリスにおける原子爆弾運搬手段の獲得 
 イギリスも、1952 年、ファットマンを改良し
た型の原子爆弾の開発に成功した。しかし、イギ
リス空軍が独自に開発した爆撃機は、原子爆弾を
搭載し、ソビエト連邦まで飛行することができな
かった。 
 そこで、イギリスが、原子爆弾の運搬能力を持
つ機体として目をつけたのが、アメリカ合衆国が
所有する B-29 であった。イギリスは、1950 年 3
月 20 日、アメリカ合衆国との間で相互防衛援助
計画を締結し、その中で、87 機の B-29 を取得す
ることに成功した。ワシントン B.1（Washington 
B.1）と命名された爆撃機を取得できたことによ
り、イギリスも、原子爆弾の運搬手段を獲得する
ことができた13。 
 このように、第二次世界大戦終了後、原子爆弾
を手に入れた国家は、同時に、原子爆弾の運搬能
力を持つ戦略爆撃機を用意した。それが、アメリ
カ合衆国、ソビエト連邦、イギリスともに、原子
爆弾はファットマンと同型か改良型、運搬可能な
戦略爆撃機は B-29 かそのコピー機という結果を
もたらしたのは、偶然ではなく、アメリカ合衆国
の総合的な工業力、技術力が卓越していたことを
意味する。 
 
2.5 アメリカ合衆国における戦略爆撃機の開発 
 アメリカ空軍の SAC は、ソビエト連邦に、原
子爆弾 РДС-1 と、その運搬手段である戦略爆撃
機 Tu-4 を開発され、核兵器による優位性を確保
するために、新たな戦略爆撃機の獲得に邁進した。
まず、B-36 が開発された。レシプロエンジン 6
基、ジェットエンジン 4 基を備え、36 t の爆弾を
搭載できる B-36 は、10,945 km を飛行すること
ができ、原子爆弾を複数搭載し、仮想敵国である
ソビエト連邦に深く侵入することが可能であっ
た。そのため、SAC における核戦略を担う主力
爆撃機となった14。写真 2 に、B-36 を示す。 
 
写真 2 B-3615 
 
 また、後退翼と、アメリカ空軍初のジェットエ
ンジン戦略爆撃機 B-47 が開発された。6 基のジ
ェットエンジンで、最大搭載量が約 10 t の B-47
は、1947 年に初飛行を行い、朝鮮戦争の勃発も
あり、2032 機も製造された16。写真 3 に、B-47
を示す。 
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写真 3 B-4717 
 
 さらに、後退翼とジェットエンジンを装備した
B-52 が開発された。8 基のジェットエンジンで、
最大搭載量が約 20 t の B-52 は、1952 年に初飛
行を行い、1955 年に SAC による運用が開始され
ている。B-52 は、2016 年現在でも、現役の戦略
爆撃機として配備されている18。写真 4 に、B-52
を示す。 
 
 
写真 4 B-5219 
 
これらの戦略爆撃機には、核兵器による優位性を
確保するためという名目で、多額の軍事費がつぎ
込まれた。 
 
2.6 ソビエト連邦における戦略爆撃機の開発 
 ソビエト連邦は、B-29 のコピーである Tu-4 を
1500～2000 機も製造したとされる20ものの、ア
メリカ空軍の SAC による戦略爆撃機の充実に脅
威を感じていた。そこで、B-52 に対抗するため
に、M-4 が開発され、1953 年に初飛行した。後
退翼にジェットエンジン 4 基を備えた M-4 の航
続距離は 8100 km であり、原子爆弾を搭載可能
であった21。 
 また、Tu-16 も、1952 年に初飛行をした戦略
爆撃機である。最大 9 t の爆弾を搭載でき、5,925 
km の距離を飛行することができた22。写真 5 に、
Tu-16 を示す。 
 
写真 5 Tu-1623 
 
さらに、ターボプロップエンジンを 4 基備え、
最大 15 t の爆弾を搭載できる Tu-95 も、1952 年
に初飛行を行った。Tu-95 の航続距離は 13,000 
km であり、仮想敵国であるアメリカ合衆国本土
まで侵入し、原子爆弾を投下して帰投できるだけ
の能力を備えていた。写真 6 に、Tu-95 を示す。 
 
写真 6 Tu-9524。 
 
 ソビエト連邦は、このような戦略爆撃機を、プ
ロパガンダに最大限に使用した。例えば、1955 年
7 月のソビエト連邦航空デーには、首都モスクワ
（Moscow）の上空を、28 機の M-4 と多数の Tu-
16 が飛行した 25。また、 1955 年のツシノ
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（Tsushinskaya）航空ショーにおいて、Tu-95 が
7 機、編隊飛行を行った26。写真 7 に、M-4 を示
す。 
 
写真 7 M-427 
 
 これらの出来事は、アメリカ合衆国の国民、お
よび政治家、軍人に対し、戦略爆撃機の製造にお
いて、ソビエト連邦が、アメリカ合衆国を凌鴛し
たという印象を与えたのである。これが、「爆撃
機ギャップ」と名付けられた、ソビエト連邦に対
する恐怖感であった。この当時、アメリカ合衆国
は、ソビエト連邦内の基地に関する正確な情報を
入手する手段を持っていなかったため、「爆撃機
ギャップ」が存在するか否かを判定することが不
可能であった。 
 
2.7 アメリカ合衆国による「爆撃機ギャップ」の
打破 
 戦略爆撃機の数において、アメリカ合衆国はソ
ビエト連邦に劣っているという「爆撃機ギャップ」
を解消するために、アメリカ軍や軍産複合企業は
軍備拡張を強く主張した。そして、アメリカ空軍
の SAC は、戦略爆撃機の大幅な増産と新型戦略
爆撃機の開発に傾倒していった。 
 その結果、B-52 は 744 機が製造され、音速の
約 2 倍で飛行する戦略爆撃機 B-5828、音速の約 3
倍で飛行する戦略爆撃機 B-70 の発注も行われた
29。写真 8 に、B-70 を示す。 
 
写真 8 B-7030 
 
2.8 アメリカ合衆国による水素爆弾の運搬手段 
 アメリカ合衆国は、1950 年に湿式水素爆弾に
よる核実験に成功した。しかし、65t の重量を持
つ水素爆弾マイクを運搬できる戦略爆撃機を、ア
メリカ空軍の SAC は保有していなかった。B-52
でさえ、最大搭載量は約 20t にしか過ぎない。ア
メリカ合衆国は、水素爆弾の独占という地位の獲
得には成功したが、運搬手段がないために、目論
んでいた、アメリカ合衆国の圧倒的な軍事的優位
性を獲得することはできなかった。 
 失われた優位性を再度確保するために、アメリ
カ合衆国は、小型で軽量の乾式水素爆弾の研究、
開発を進めた。そして、1954 年に完成した乾式
水素爆弾は、湿式水素爆弾に比べ、大幅に小型化、
軽量化されたが、依然として、SAC の戦略爆撃
機で運搬することはできなかった。 
 乾式水素爆弾がさらに小型化、軽量化され、
SAC の戦略爆撃機 B-52 に搭載できるようにな
ったのは、1956 年のことである。 
  
2.9 ソビエト連邦による水素爆弾の運搬手段 
 ソビエト連邦は、1.5 節で述べたように、1953
年に、水素爆弾 РДС-6 の核実験に成功した。実
際、РДС-6 は、スロイカ型であり、核分裂力を強
化した原子爆弾にすぎなかったが、ソビエト連邦
のプロパガンダにより、アメリカ合衆国は、ソビ
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エト連邦が、Tu-95 により水素爆弾をアメリカ合
衆国本土まで運搬し、上空から投下することが可
能となったのではないか、アメリカ合衆国が、水
素爆弾開発の分野において、ソビエト連邦に大き
く後れを取ったのではないかという疑念を抱か
せることに成功した。 
 また、ソビエト連邦は、1955 年、スロイカ型
でない、真の水素爆弾を Tu-16 から投下する核
実験に成功した。これにより、ソビエト連邦は、
運搬可能な真の水素爆弾を有する唯一の国家と
いう地位を、アメリカ合衆国に 1 年先駆けて確保
することができた。 
 
2.10 戦略爆撃機の軍事的重要性の低下 
 このように、アメリカ合衆国とソビエト連邦は、
1945 年に広島、長崎への原爆投下が行われた後、
原子爆弾の開発、水素爆弾の開発、そして、それ
ら核兵器を敵国の上空まで運搬する手段として
の戦略爆撃機の開発で、しのぎを削っていた。し
かし、全体的には、アメリカ空軍は戦略爆撃機の
開発、運用において優位性を保っており、ソビエ
ト連邦は、戦略爆撃機の開発、運用においては後
手を踏んでいた。 
 しかし、アメリカ合衆国の優位性は、あっさり
と失われる。それは、「スプートニク（Sputnik）
ショック」である。ソビエト連邦は、アメリカ合
衆国に先駆けて、1957 年 10 月 4 日、人類初と
なる人工衛星スプートニク 1 号の打ち上げに成
功した。これは、宇宙開発競争の幕開けであり、
ソビエト連邦の科学技術が、アメリカ合衆国を上
回っているのではないかという懸念と衝撃が、西
側諸国に走ったことを意味する31。そこで、アメ
リカ合衆国は 1957 年 12 月 6 日に、アメリカ合
衆国初の人工衛星を打ち上げる「ヴァンガード
（Vanguard）計画」を発表した。しかし、アメ
リカ海軍によるこの計画は、発射後 2 秒でロケッ
トが爆発し、失敗した。これにより、アメリカ合
衆国は宇宙開発において自信を失い、パニックに
陥ってしまった。 
 しかし、SAC にとって、「スプートニクショッ
ク」は別の意味での衝撃であった。スプートニク
1 号を宇宙に打ち上げたロケット R-7 は、1.3 t
の爆弾を運搬する能力がある。これは、ソビエト
連邦が、ソビエト連邦から宇宙空間を経由して、
アメリカ大陸本土に、直接核爆弾を打ち込むこと
ができることを意味していた。後に、大陸間弾道
弾（ICBM）と呼ばれるミサイル技術である。 
 その場合、おそらく、30 分以内に核爆弾がア
メリカ合衆国本土で炸裂する。しかも、宇宙空間
から飛来するので、迎撃することが極めて困難で
ある。ICBM の発射をすぐに検知し、アメリカ合
衆国の戦略爆撃機が核兵器を搭載してソビエト
連邦を目指しても、到着したころには、アメリカ
合衆国は壊滅してしまっている。これはすなわち、
核兵器を搭載した戦略爆撃機の軍事的重要性が
失われたこと意味していた。核攻撃における、戦
略爆撃機から大陸間弾道弾へのパラダイムシフ
トが発生したことが明らかになったのである。 
 スプートニクショックを受けて、アメリカ合衆
国の核戦略は、大陸間弾道弾重視へと大きく方向
転換することになった。それを推進したのが、ア
メリカ合衆国国防長官ロバート・マクナマラ
（Robert McNamara）である。彼は、効用計算
予算運用法32という手法により、大陸間弾道弾と
戦略爆撃機 B-70 を比較し、費用、効果、速度の
面で B-70 は大陸間弾道弾に劣ると結論づけた。
結局、B-58 は 1970 年に退役し、B-70 は試作の
みで打ち切られた。そして、B-52 のみ、大陸間
弾道弾を補完する核運搬手段として残されるこ
とになった。 
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3. クローム・ドーム作戦とブロークン・アロウ 
 この章では、1960 年から 1968 年まで、アメ
リカ空軍の SAC が実施した「クローム・ドーム
（Chromedome）作戦」、および、核兵器に関係
する「ブロークン・アロウ（Broken Arrow）」と
呼ばれる事故について考察する。 
 大陸間弾道弾の登場により、アメリカ空軍の
SAC は、1960 年、戦略爆撃機の必要性を訴える
ように、クローム・ドーム作戦を実行した。これ
は、ソビエト連邦からの先制核攻撃を案じ、水素
爆弾を搭載した 12 機以上の B-52 爆撃機を、ソ
ビエト連邦の国境沿いに、24 時間上空待機させ
る作戦である。そのために、アメリカ合衆国本土
から、水素爆弾を搭載した B-52 がソビエト連邦
に向けて飛行しては戻ってくる行為を、ローテー
ションを組んで繰り返した33。 
 これは、24 時間いつでも、水素爆弾を積んだ
戦略爆撃機 B-52 が、カナダ、西ヨーロッパ、北
極海の上空を飛行していることを意味していた。
B-52 は、信頼性の高い爆撃機ではあったが、人
間が運用する限り、ミスは避けられない。実際、
クローム・ドーム作戦の実施中に、何回も核兵器
に関係する事故が発生している。そのような、核
兵器に関する事故のうち、核爆発を伴わない事故
が、ブロークンアロウと呼ばれたが、非公開の機
密情報として扱われてきたため、詳細が不明であ
った。最近、アメリカ合衆国の情報公開に伴い、
その詳細が明らかになってきている。 
 ここでは、アメリカ空軍の戦略爆撃機によるブ
ロークン・アロウの事例について概観する。 
 
3.1 ニューメキシコ州の B-29 墜落事故 
 1950 年 4 月 11 日、原子爆弾 Mk.4 を 1 発搭載
し、ニューメキシコ（New Maxico）州のマンザ
ーノ（Manzano）空軍基地を離陸した B-29 が、
離陸直後に近隣の山に衝突し、乗員 13 名全員が
死亡した34。Mk.4 は、長崎に投下されたファッ
トマンの量産型であり、衝突による衝撃で、爆弾
自体は破壊されたが、起爆用爆薬は作動せず、本
体の一部が炎上するにとどまった。 
 
3.2 テキサス州の B-36 水素爆弾落下事故 
 1957 年 5 月 27 日、1 発の水素爆弾 Mk.17 を
空輸していた B-36 が、テキサス（Texas）州のカ
ートランド（Kirtland）空軍基地に着陸する直前
に、誤って、高度 500 m から Mk.17 を落下させ
てしまった35。地表に激突した Mk.17 は、高性能
爆薬が誘爆し、核物質が周囲に飛散した。地表に
は、深さ 3.7 m、直径 7.6 m のクレーターができ
たという。 
 Mk.17 は、アメリカ合衆国が開発した水素爆
弾の中では最も威力の大きいタイプであり、重量
19.1 t である。 
 
3.3 ノースカロライナ州の B-52 空中分解事故 
 1961 年 1 月 24 日、ノースカロライナ（North 
Carolina）州 2 発の水素爆弾 Mk.39 を搭載した
B-52 が空中分解し、搭載されていた核兵器が地
表に落下した36。乗員のうち、5 名は脱出に成功
したが、3 名が死亡した。このとき落下した
Mk.39 のうち、1 発は落下傘が開き、完全な状態
で発見されたが、安全装置のみ残し、起爆のため
のシーケンスがすべて終了した状態であった。 
 もう 1 発は、ぬかるんだ土地に突き刺さり、ウ
ラン 239 を含む水素爆弾の大部分が、現在でも
深さ 55 m の位置に残されている。こちらは、爆
弾内部の高圧スイッチが閉じておらず、結果的に
完全な起爆状態にならなかったが、部分的に起爆
可能な状態にあった。 
 
3.4 奄美大島沖の A-4E 海中転落事故 
 1965 年 12 月 5 日、奄美大島の南東約 150 km
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において、アメリカ海軍空母タイコンデロガ
（Ticonderoga）のエレベーターから、攻撃機 A-
4E スカイホーク（Skyhawk）が海中に転落した
37。A-4E には、B-43 核爆弾が 1 発搭載されてお
り、乗員 1 名と共に、5,000 m の海底に沈んだ。
写真 9 に、A-4 を示す。 
 
写真 9 A-438 
 
 B-43 は、航空機搭載用の水素爆弾であり、戦
術核爆弾であった。重量は最大 960 kg で、軽量
小型の攻撃機であるA-4Eにも搭載可能なほど小
型のサイズであった。 
 
3.5 スペイン・パロマレスにおける B-52 墜落事
故 
 1966 年 1 月 17 日、B-28 水素爆弾 4 発を搭載
した B-52 が、空中給油機 KC-135 と接触し、炎
上、スペインの地中海沿岸の漁村パロマレス
（Palomares）の海岸に墜落した39。B-52 の乗員
7 名中 3 名が死亡、KC-135 の乗員 4 名全員が死
亡した。このとき、B-28 のうち 2 発は、落下の
衝撃により通常爆弾が爆発し、プルトニウムとト
リチウム（Tritium）が 2 km2 にわたり飛散した。
また、1 発はパラシュートが開き回収され、もう
1 発は、約 2 ヶ月後に海中 800 m で発見され、
これも回収された。 
 B-28 は、1.05 t の重量と軽量で、航空機に搭
載するために小型化された水素爆弾である。 
 
3.6 グリーンランド・チューレ空軍基地における
B-52 墜落事故 
 1968 年 1 月 21 日、4 発の B-28 水素爆弾を搭
載してアラート任務に就いていた B-52 は、グリ
ーンランド（Greenland）のバフィン（Baffin）
湾上空を飛行中に、機内に持ち込んだクッション
からの火災が発生し、乗員 7 名は緊急脱出し、6
名は無事に脱出したが、1 名はパラシュートで脱
出中に死亡した。B-52 は、チューレ（Thule）ア
メリカ空軍基地近郊に墜落した40。このとき、4 発
の B-28 が破裂し、プルトニウムとトリチウムが
飛散し、大規模な放射能汚染を引き起こした41。 
 
 
結論 
 
 アメリカ空軍 SAC の存在意義である、戦略爆
撃機の重要性を訴えるために続けられたクロー
ム・ドーム作戦は、チューレ空軍基地における B-
52 墜落事故によって、その危険性の高さから、
さすがに中止されることになった。しかし、公に
なった戦略爆撃機の事故は、実際には、もっと多
かったと推定される。 
 例えば、1955 年 10 月 22 日、アメリカ空軍三
沢基地において、戦略爆撃機 B-47 が、離陸に失
敗して墜落した。このとき、核兵器を搭載してい
たか否かは不明であるが、核兵器を搭載していた
可能性が高い事故であった。 
 また、アメリカ合衆国で発生した事故は、ソビ
エト連邦においても多数発生したと考えられる
が、これらも、公開されてはいない。 
 筆者は、核兵器に関する情報に限らず、情報を
公開し、状況を可視化することは、非常に重要で
あると考える。これまで発生したブロークン・ア
ロウの事案の公開には時間がかかり、核兵器を戦
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略爆撃機で運搬中の事故の危険性が充分認知さ
れていなかったのも事実である。 
 1956 年 7 月 4 日、アメリカ空軍の U-2 型偵察
機が、西ドイツからチェコ上空を越え、モスクワ
からレニングラードにかけて領空侵犯し、西ドイ
ツに戻る偵察飛行を行った。この偵察結果の分析
により、アメリカ合衆国政府も軍関係者も、「爆
撃機ギャップ」は存在しないことを知った。しか
し、その情報は公にされず、アメリカ合衆国国民
の不安は解消されないままであった。 
 また、マクナマラは、1961 年、アメリカ合衆
国とソビエト連邦の核攻撃力に関するデータを
目にした。そこには、核爆弾の数で、アメリカ合
衆国約 25,000 に対しソビエト連邦約 2,500、戦
略爆撃機の数で、アメリカ合衆国 1,500 に対しソ
ビエト連邦 192、大陸間弾道弾の数で、アメリカ
合衆国 45 に対しソビエト連邦 4 という数字が書
かれていたという。 
 これは、アメリカ合衆国とソビエト連邦の核攻
撃力が、おおよそ 10 対 1 であることを意味して
いた。ソビエト連邦のプロパガンダによりアメリ
カ合衆国国民が抱いていた「爆撃機ギャップ」や
「スプートニクギャップ」という懸念は、全くの
見当違いであったことがわかったのである。マク
ナマラは、このことを公式な場で口にしている。 
 しかし、マクナマラが国防長官に就任する以前
の政治家、軍人は、「爆撃機ギャップ」や「スプ
ートニクギャップ」が存在しないことを明らかに
はしなかった。それは、国民が不安に感じてくれ
ることで、アメリカ軍や軍産複合企業は軍備拡張
を強く主張でき、予算を多く確保できたからであ
る。 
 このように、情報を公開し、状況を可視化する
ことにより、不毛の軍備拡張競争を避けることが
できたと考える。 
 また、筆者は、1945 年から 1957 年にかけて、
核兵器が使用される可能性は非常に高かったと
考える。それは、原子爆弾が、使用可能な兵器で
あると認識されていたからである。1950 年から
1953 年まで続いた朝鮮戦争は、アメリカ合衆国
とソビエト連邦の代理戦争であった。すでに、こ
の当時、アメリカ合衆国による原子爆弾と輸送手
段の独占は崩れていた。しかし、アメリカ空軍
SAC は、多数の原子爆弾と、航続距離 16,500 km
を有する B-36 戦略爆撃機を所有していた。 
 そして、国連軍の最高司令官であったマッカー
サーは、中華人民共和国内への核兵器の使用を提
案している。その内容は、満州に 50 個の原子爆
弾を投下し、中華人民共和国およびソビエト連邦
の空軍力を壊滅させた後、その後に日本海から黄
海まで朝鮮半島を横断して放射性コバルトを散
布し、中ソ軍の侵入を防ぐというものであった42。 
 これは、原子爆弾の投下や、放射性コバルトの
散布による放射線被害について全く考慮しない
暴論であった。この提案は、アメリカ合衆国の大
統領トルーマンによって却下され、マッカーサー
は、1951 年、最高司令官を解任されるが、もし、
アメリカ合衆国大統領が、万が一この提案を受け
入れ、原子爆弾を投下していたら、あるいは、ア
メリカ合衆国本土からアメリカ軍グアム基地に
移送された原子爆弾 9 発を、マッカーサーが早ま
って使用していたら、その当時極東に配備されて
いた、核兵器を運搬可能なソビエト連邦の戦略爆
撃機 Tu-4 による原子爆弾の投下の可能性も高か
ったと考えられる43。 
 特に、1957 年まで、アメリカ空軍の SAC は、
ソビエト連邦に対し、戦略爆撃機により運搬可能
な核兵器による核戦争を仕掛けて、一方的に勝利
を収めることが十分可能であると考えていた。そ
れは、アメリカ合衆国がソビエト連邦を戦略爆撃
機により核攻撃し、それに対し、ソビエト連邦が、
報復のための戦略爆撃機を飛ばしても、その侵入
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を防げば勝利できるからである。マッカーサーの
事例を取り上げるまでもなく、核兵器は、使用可
能な兵器であった。 
 しかし、ICBM の登場というパラダイムシフト
により、アメリカ合衆国、ソビエト連邦どちらか
が一方的な勝利を納めることは不可能となった。
また、核兵器の高性能化と、ICBM に代表される
核兵器運搬技術の進化は、核兵器を、使用不可能
な兵器へと変貌させた。水素爆弾の威力は余りに
大きく、もし、戦争で核兵器を使用したら、それ
は、人類の滅亡を意味するほどであった。 
 例えば、1961 年 10 月 30 日に、ソビエト連邦
のノヴァヤゼムリャで、ツァーリ・ボンバ（Царь-
бомба）という、史上最大の水素爆弾を使った大
気圏内核実験が行われた。この実験では、ツァー
リ・ボンバの威力を、本来の半分の 50 Mt に制
限していたが、これは、リトルボーイ 3,300 倍の
威力であった。この核爆発は、2,000 km 離れた
注 
 
1 Norris, Robert S(2002), Racing for the Bomb: General 
Leslie R. Groves, the Manhattan Project's Indispensable 
Man, Hanover: Steerforth.参照。 
2 ガンバレル方式は、核物質を臨界状態にするにあた
り、臨界量未満の核物質を爆薬により移動・衝突させ
臨界を達成させる方式である。 
3 インプロージョン方式は、核物質を臨界状態にする
にあたり、確実に核分裂反応を起こし、超臨界状態に
するために、周囲から強い力をかけて中心部を圧縮す
る方式である。 
4 木村朗・高橋博子（2016），「核の戦後史：Q＆A で
学ぶ原爆・原発・被ばくの真実」，東京：創元社，p.97
参照。 
5 David Holloway(1995), Stalin and the Bomb: The Soviet 
Union and Atomic Energy 1939-1956, New Haven: Yale 
University Press.参照。 
6 湿式水素爆弾は、液体重水素を用いる水素爆弾であ
る。そのため、重水素や三重水素を、零下 200 度以下
に冷却し、液化する必要があり、冷却装置が大型にな
るという欠点を有する。 
7 山下明博（2014），「軍事目的の無人航空機の危険性」，
広島大学平和科学研究センター研究報告 No.49，pp22-
23 参照。 
8 Birdsall, Steve (1980), Super Fortress: The Boeing 
B-29, Texas: Squadron /Signal Publication, Inc. P.26
参照。 
場所からも確認され、その衝撃波が地球を 3 周す
るほどであった。 
 幸運なことに、人類は、1945 年から 1957 年
という最も危険な時代を、核戦争無しで乗り切っ
た。また、1960 年から 1968 年に行われたクロ
ーム・ドーム作戦のように、24 時間いつでも、
水素爆弾を積んだ戦略爆撃機が、カナダ、西ヨー
ロッパ、北極海の上空を飛行しており、事故によ
り水素爆弾が炸裂する可能性があるという危険
な時代も、核戦争無しで乗り切った。しかし、そ
れは、幸運が重なっただけであり、アメリカ合衆
国とソビエト連邦の間の対立がエスカレートし、
全面核戦争に陥って人類が滅亡した可能性も否
定できない。 
 そのような危険な時代の核兵器に関し、更に詳
細な検討と分析を行うことが、核戦争を防ぎ、核
兵器廃絶を目指すための方策を考察する上で重
要であると考える。 
9  Campbell, Richard H. (2005), The Silverplate 
Bombers: A History and Registry of the Enola Gay 
and Other B-29s Configured to Carry Atomic Bombs, 
North Carolina: McFarland & Company.参照。 
10 Kilmarx, Robert A. (1962), A History of Soviet Air 
Power, London: Faber and Faber. P.177 参照。 
11 Bridgman, Leonard (Ed.) (1950), Jane’s All the 
World’s Aircraft 1950-1951, London: Sampson Low, 
Marston & Company Limited. pp.207c～208c 参照。 
12 前掲書 Kilmarx, Robert A.(1962), pp.230-240 参
照。 
13  Gunston, Bill(1978), Classic Aircraft Bombers, 
NewYork: Hamlyn Publishing GroupLimited, p.139.
参照。 
14 前掲書 Bridgman (Ed.)(1950), pp.219c～220c 参照。 
15 同上 p.219c 参照。 
16 Bridgman, Leonard (Ed.) (1954), Jane’s All the 
World’s Aircraft 1954-1955, NewYork: McGraw-Hill 
Book Company Inc. pp.216～217 参照。 
17  Cleveland, Carl M. (1989), Boeing Trivia, 
Washington: CMC Books, p.129 参照。 
18 前掲書 Bridgman (Ed.)(1954), p.215 参照。 
19 Momyer, William W.（藤田統幸訳）（1982），「ベト
ナム航空戦：超大国空軍はこうして侵攻する」，東京：
原書房，p.219 参照。 
20 前掲書 Bridgman (Ed.)(1954), p.186 参照。 
21 Dzhus, Alexander M. （岡部いさく訳） (1991) ，
「ソビエトウィングス：現用ソビエト軍用機写真集」，
東京：大日本絵画，p.186 参照。 
                                                   
｜ 54 ｜
 - 55 - 
 
                                                                            
22  Taylor, John W. R. (Ed.) (1965), Jane’s All the 
World’s Aircraft 1965-1966, NewYork: McGraw-Hill 
Book Company Inc. pp.334～335 参照。 
23 前掲書 Dzhus(1991)，p.185 参照。 
24 前掲書 Tayler (Ed.)(1965), pp.335 参照。 
25 前掲書 Kilmarx, Robert A.(1962), p. 244 参照。 
26 同上 p. 252 参照。 
27 前掲書 Dzhus(1991)，p.118 参照。 
28  Taylor, John W. R. (Ed.) (1960), Jane’s All the 
World’s Aircraft 1960-1961, NewYork: McGraw-Hill 
Book Company Inc. pp.288～290 参照。 
29 同上 p. 361 参照。 
30 Campbell, John M. with Garry R. Pape (1996), 
North American XB-70 Valkyrie: A Photo Chronicle, 
Pennsylvania: Schiffer Publishing Ltd., p.4 参照。 
31 前掲書 Kilmarx, Robert A.(1962), p. 254 参照。 
32  Department of Education and Science (1970), 
Output Budgeting for the Department of Education 
and Science, , London: Pendragon House, Inc. p.176
参照。 
33 Maggelet, Michael H(2010), Broken Arrow - Volume II - 
A Disclosure of U.S., Soviet, and British Nuclear Weapon 
Incidents and Accidents, 1945-2008, NorthCarolina: 
Lulu.com 参照。 
34 同上 p.59, pp.61-63 参照。 
35 同上 p.3, pp.80-81 参照。 
36 同上 p.4, pp.94-95 参照。 
37 同上 pp.113-116 参照。 
38 前掲書 安藤英彌他（2012）p.229「ダグラス A4D ス
カイホーク」参照。 
39 前掲書 Maggelet(2010), pp.117-124 参照。 
40 同上 pp.125-150 参照。 
41 野木恵一（2011），『核兵器事故・「ブロークン・アロ
ウ」』，軍事研究 2011 年 8 月，東京：ジャパンミリタリ
ーレビュー，pp.197-207 参照。 
42 ウィリアム・マンチェスタ （ー鈴木主税訳）（1985），
『ダグラス・マッカーサー （下）』，東京：河出書房新
社，p.393 参照。 
43 前掲書 Kilmarx, Robert A.(1962), p. 237 参照。 
｜ 55 ｜
